













大学図書館に所蔵さ る みであって、他に伝本があることを聞かない。そこで、江戸座俳諧研究のための基本資料の一つとして、ここに数葉の図版とともに紹介しておき い。
〈解題〉　
平砂（宝永四年～天明三年、七十七歳）は、江戸座の俳人として




二に「そよりとも智恵は振はじ福寿草」という句が「同（寛延）三年庚午」の歳旦として載っている（早稲田大学図書館中村俊定文庫蔵本を参照した） 。 「智恵」 「振」が漢字表記となっているが、これはたしかに本書の巻頭句 同じ句である。　
また、 『俳諧而形集』巻之二十に載る「自序」には、平砂が自ら
の経歴を書いている箇所がある。それによれば、祖父（石川氏）も父も医者で、越前の大野藩に仕えており、父 人見竹洞に従学 ていたという。自分も家業 継承するための勉強してい が 「詞林に交り遊ぶも世態 しるの一端なり」と考え、十九歳の きにに入門した。ところが あ 日、治療 用い 杜仲を刻んで たところ、誤って左手の中指を傷つけてしまい、 の傷 ために人の脉を診ることが出来なくなってしまった。そこで 周囲の勧めもあって、俳諧を業 するように たのだという。　














































 一一 ・ 五糎（第一丁表「そよりと～平砂」を計測） 。
丁数……

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〈付記〉本稿は科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 「 「人を結びつける文化」としての俳諧研究」 （研究課題番号
26370259 ） （代表・伊藤善隆）
の研究成果の一部である。
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